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く濁壌科学教育と研究＞

筑波大学環境科学研究科の基礎科目を中心として

岩　城　英　夫

　豆．はじめに

．筑波大学環境科学研究科は設立の当初から！研究科王専攻となっている。複合科学としての環境
　　　　　　　　一　　　　　　　虜

科学の性格上．当研究科に人学してくる学生の学部段階での専攻分野は，自然科学，杜会科学．人

文科学と極めて多岐にわたっている。これらの学生に，環境問題に対応する総合的知識と技能を修

得させ．具体的間題を技術的・政策的に解決するための実践的能力を持たせるためには，教育・研

究面でかなりの工夫が必要である。そこで従来．カリキュラムの面では，！年次の1学期に基礎科

目｛12単位以上）を選択必修として課し（環境科学基礎実習3竿位手ま必修）、まず環境科学全雌の

基礎的事項を修得させ，ついで2学期以降には専門科目・Q8単位以上．環境科学特別演習2単位，

環境科学特別研究6単位は必修）を個々の学生の問題志向，専門性。特砕技能に応じて選択履修さ

せるよう指導してきた。

　ところが、とのヵリキュラムを実施して数年を過ぎると、いくっかの問題点が生じてきたため．

昭和55年5月．研究科内にカリキュラム検討委員会（委員長岩城英夫，委員に石塚踏造，糸賀黎，

河村武．佐々波秀彦，新藤静夫，辰巳修三，手塚敬裕、中村以正，橋本道夫，山中啓の各教官）が

組織され，カりキュラムの見直し・改訂を行うこととなった。この委員会は昭和55年度に1O回の会

議を開き、主に基礎科目の見直し．師検討を行った。

　λ　旧力りキiラムにおける基礎科目と問題点

　環境科学研究科発足当時のカリキュラムでは，基礎科目の講義は1O科目（自然環境システム諭，

社会環境システム論，ソステム生態学1、生態系管理学1、環境複合汚染と鮭康．リ七一トセノシ

ング1，環境政策学1，総合評仙論工，環境経済学，環境法論）で構成され．学生はこのうち6科目

以上を逃択般修することを謀せられた。この際．学生は山身分野以外0）基腱科目をできるだけ触修

し．広い視野を養うように指導が行われた。昭和52年度人学の学生は，基礎科目の数がまだ少な

かったこともあるが，学部段階のψ攻にかかわりなく．自然科学および人文・祉会科学分野の基腱

科目を万遍なく受言樟していた。学生の平均受講科目数は7．8科目であった。

　ところが，昭和53年度に基礎科目に環境科学基腱実習（必修，3単位）など新科目を加え．若十

の改訂を行ったが，この結果として学生の平均受講科目数は逆に6．6科目に滅少した。また1昭刷54
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年匿には基礎科目の整理を行い、科目数を前記の環境科学墓礎実曹を含めユユ科目（環境原諭環境

計測学，自然環境システム論。杜会環境システム論．生態系機能論，環境複合汚染と健康。文化生

態原論，環境経済学原論、環境法論，環境計画原論および基礎実習）にしたが，学生の受講科目数

、は前年同様に6．7科目であった。さらに目立った特徴は、科目の選択に偏りがみられたことで．特

に富然科学分野の出身学生に社会科学関係の基礎科目を受講しない傾向が顕著にみられた。

　このような専門の枠の中に閉じこもる傾向は専門科目の履修において一層顕著にみられた。本研

究科のカリキュラムの特色として．「専門科目は環境保全、環境総合解折。環境闘発計函の3分野

において横断的に履修できるように多くの専門的講義が配してある」　にも拘らず。学生の閻には

Sρ㏄iaユ三stを志向し。狭い範囲の専門分野の科目のみを履修するという傾向’が発足当時に比べて強

　　　　　　縛
まっている。、だが，一方では。少数派ではあるが。極めて広範囲に多くの科目を受講し50～60単位

を取得する学生（特に有職者学生）がいることも事実である。つまり，学生はSpecia土ist型とGト

鵬ra且iSt型の二極に分化する傾向がみられたのである。

　ここで閤題になるのはSpeci阜且壬st型の学生に対する教育である。本研究科のカリキュラムでは墓

礎科目で「環境科学全般の基礎的事項を広く修得」させることになっているが，それが十分に機能

しないまま。．学生がSp㏄ia五is七への道をつっ走ってしまったのでは。1研究科1専攻という環境科

学研究科の教育一・研究は成り立たなくなるし、Genera1sp㏄ia1isヒの養成という目標も有名無実とな

る。このような現実に直面して。カリキュラム検討委員会では基礎科目の内容，履修方法の見直し・・

を当面の目標としたのである。

　ふ　共通基礎科目の検討

　カリキュラム検討委員会での論議は多岐にわたり、多少の曲折もあったが，最終的には次のよう

な結論に達した。すなわち，1）環境科学の共通基礎科目を必修として課す，2）必修科目では環

境科学の共逓基礎としてミニマム必要な事項を修得させることを目標とし，その具体的内容につい

ては十分論議する，3）必修科目は帯義および実習の2本立と、し。多数の教官が分担して実施する、

というものである。こうした方向に沿って具体的な検討をした結果，必修科目として次の8科目を

立てることになった。．　’　　　　　　　　　一’一

環境科学1（自然環境系）　　　　2単位

環境料学皿（人間・社会環境系）　2単位

環境科学唖（測定と評価）　　　　3単位、

（以上3科8は必修とし，主に1年次0）1学期に履修する）

環境科学基礎実習1（自然・生活環境）　1単位

環境科学基礎実習旺（社会。文化環境）　i単位

（以上2科目のうぢ1科目を避択必修）

環嚇斗学野外火習1、口．㎜　　各i単位
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』　（以上3科目のう・ち！科目を選択必修）

　以上のように学生は環境科学の基礎科目として上記の8科目のうち5科目を必修また律選択必修

科目として腿修することになる。この新しいヵリキュラムは昭和56年度より実施に移され，現狂進

行中であ一る。

　これらの共通墓礎的な科目がどのような内容であるかを．昭和56年度の授業概要からその目的と

内容を見ると次のようになる。

　環境科学I；　大気圏。水圏・地圏。生物圏など自然環境全般についてその構造と機能を概説し，人間

活動による畠然環境システムの撹乱，災害等について環境科学的視点から講述する。気象学。気候
　　　　　　　　　　姪
学。地学。水文学。土壌学。海洋学、化学，生態学など関連分野g知識の中で環境科学の推進に必

要な基礎的事項を学ぶ。1．総論，2．大気環境。3．地水環境，4．土壌環境，5．海洋環境。

6．化学物質と環境，、7．陸域生態系（植物を中心に）。8．陸域生態系（生物間相互作用），9．

水域生態系．ユ0．地球の環境，の10回の講義からなる。

　環境科学皿：　人間・社会環境系に関する諸問題を考察するため。、都市・農村環境計画。生活科

学，環境政策害の言者分野の中で、環境問題に関連した基本的な事項について総括的に，かつ連続的

に講義することにより。次のこぐを企画している。

　①　人間㌧社会環境に関する全般的なパLスベクティブを与えること、

　②　これと平行して行われる各分野の専門科目の，環境科学における位置づけを明確化すること、

　③　総合的アプロニチを通じて，一方亡は各専門分野についての理解を深め、他方では各専門分

　　野間の’環境間魑についての協力態勢を促逃すること。

　昭和56年度の講義は次の10回から’なる。ユ．総論と都市環境計画，2、都市景観計画、3．居住

環境計画、4．緑地環境計画，5．廃棄物発生メカニズム．6．廃葉物処理技術．7．環境有害物

の人間影響．8．杜会環境システム，9．環境政策，10、文化生態学、

　環境科学u五：　環境科学は自然．祉会，人文科学の各分野から05複合科学体系であるという立上易

から，環境科学における測定と評仙の間魍を扱う。環境科学は上記の3つに大別される科学のそれ

ぞれの領域を構成するさらに細分化された科学の領域から成り立っている。これらの科学の諸分料

はそれぞれ学間的な接近の特性と違いがあり、伝統的な研究の逃め方や研究成果に対する評価の畦

度や条件を異にしている。環境科学㎜は，このような汝合の科学を撚成する各科学、各分野，各学

科別の相異点や共逓点とその背景を則解した上で，それぞれの科学や学科の柵互関係，位置づけ，

役割り．限界を適切に認識し，環境科学における学際的研究の巡め方や、1昔闘解決のための過程を

習得させること幸ねらいとしている。環境科学の対象には刎1肚できるものと。汕淀できないものか

あり，また定遣的な扱いと定性的披いという2つの接近の方式があることをこの中で理解させる、

環境科学㎜は，目然環境系を扱う環境科学Iと1人間社会環境系を扱う環境科学uと一体をなし，

さらに後述の環境科学基礎実習・野外実習と有機的に迦挑し．環境科学についての総合的理解と各

分野の科学の役割りや位越づけを瞥得する。誠裁の内容は次の迦りである。
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　1．総論，2．大気環境の計測と評価，3．水文環境の計測と評価，4．地形計測ら。5．土壌環

境質の測定と評価．6、生物。生態の測定と評価（植生と水域生物），7．環境化学物質（農薬）。

8．環境計画（国土・都市）、9．環境計画（自然保護・景観計画論からのアプローチ）。10．社会

経済システムにおける測定と評価，11．文化生臨　工2．保＝飽　ユ3。法律と行政におけ季測定と

評価，ユ4．事例研究I（地球環境）。15、事例研究皿（生活科学），16．事例研究皿（開発途上

国）。

　ム　環境科学基礎実習と野外実習

　環境科学研究科では，環境間題に対する広い視野や洞察九さらに実践カを養うことをねらいと
　　　　　　　　繊
して。基礎課程としての実習を重視している。従来のカソキュラムでは。環境科学基礎実習（3単

位）を必修として課してきたが．昭和56年度よりこれを2つに分け。学内の教室あるい言辛実験茎

演習室で行う基礎実習（2単位）。と野外において一定の地域や水域を対象として行う野外実習（ユ

単位）の2本立にすることになった。基礎実習は圭として自然生活環境系を扱う墓礎実習Iと。主

として人間杜会環境系を扱う基礎実習亘に区分されるが、広い視野を養うという実習の主旨から∵

文科系出身者は前者を，また理科系出身者は後者を選択履修するように指導する。

　野外実習では、環境科学τ、u，皿の基礎課程と、基礎実習Iまたは巫で習得したことを．一定

の地域や水域の特定問魑を対象として適用することにより，野外の実際の問題に取り組む経験を得

させることをねらいとしている。学生の人数の関係から野外実習は野外実習I．n．皿の3つのコー

スに分け．学生はその1つを選択履修する．ことになるが，各コースとも内容に大きな片寄りがない

ように心掛ける。

　昭和56年度には環境科学基礎実習互，皿は！年次1学期に，野外実習1、皿。岨は夏休み中に集

中で実施される。実習内容はそれぞれ次の通りである。

　環境科学基礎案習I　自然環境，生盾環境に生起する環境問題に対する環境科学的視点に立った

いくつかのアブローチ手法を実習する。

　1一対象課題と調査研究手法との適合関係のつくり方。対象のシステム化。相互作弔の認定。対

　　応分野の検討，研究プログラムと研究プロデュース。

　2．システム・アブ0一チ。環境間魑の発生。発見から実態の科学的把渥に至る調査研究の過程

　　をコソパクトにまとめ体系的に学ぶ。テーマ①　環境がひきおこす病気の疫学的なとらえ方．

　　②人間の営みによる自然環境の変容をどう杷握するか（水文環墳を中心に）。

　3．ケーススタディ。身近なところにテーマを設定して臭体的．体験的に環境間題を取扱ってみ

　　る。テーマ①大気の中の微生物，②建物のまわりの温度．③水の凝集処理．環境化学物

　　質の構造とその変化。

　4一環境問魑への人文科学的・社会科学的蝉近法。問題発見。解決のためのKJ法。環境問魑と

　　行政等。

　5．環境問魑解決のために異なる分野を融合する手法と注意点。
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』環境科学基礎案習肛：　この実習ではフィールドワークのうち主として人問サイドからアプロー

チする場合の調査手法を修得することを目的としている。具体的には教室内で修得可能な環境科学

灼フィールド調査の言ξ手法のうち，①生活主体である地域住民の祉会文化環境（肌mansidG）の

調査手法，②　それを理解するためのKeyとなる自然環境（Norhuman　side）の分析手法，③

満轍処理表現技法，などを実習する。昭和56年度は筑波研究学園都市周辺遜域を対象とし。地域の

変貌の諸相を明らかにする。

　1．間題意識のしぼり方。明確化（B．S）

　2．環境利用・保全状況の把渥。航空写稟解析法により，土地利用の変遷等の把握。

　3．祉会・文化環境の把握。テーマ①法的背景の解析。②農村の変貌。③市街化の進行。
　　　　　　　　　　　捗
　4．惜報処理表現技法。環境シミュレiタrおよび〕ンピュ’夕一を利用し，統計資料解析を行

　　つo

　5、まとめ。　　　　、

　環境科学野外案習I：　野外調査の体験を通して環境問題への洞察力を養うとともに，墓礎的な、

現場観察．住民等ヒアリング，データ解析，政策的評価，計画策定箏の手法替釜合的に理解させる。

筑波大学の所在地である桜村を中心に研究学園都市および周辺集落の中から個別諜題に応じて対象

フィールドを3～4地区設定する。個別諜題としてはゴミ，水．緑地．一道，施設等が考えられ。そ

れぞれ研究学園都市一桜村一集落一施設等．対象の’スケ’ル，レベルを考慮する。野外実瞥は単に

個別的アプローチの寄せあつめとせず、各専門分野の合同実習の形態で実施する。

　環境科学野外実習皿：　主として霞ケ浦（水域）とこれに鱗接する低地域の自然環境に関する問

題を中心と’して対象を設定する。総合科学としての環境科学のアプ0二．†の実践が実習の主目的で

ある。環境中での生物の役割を主魑としてとりあげ、昭和56；←度は身近にある松林の役割を考える、

実習は，①松林の立地環境の理解（気象と気候環境，土壌環境）．②松林の機能（熱収支，アカ

マッ林の生長と水収支、農業林としての利舳，③松林の問魑（松枯れ、利州放葉による放棄）の

3部から僻成され，その中に野外調査。見学．誠義な、どがもりこまれている。また自然．人火阯

会科学の各分野の科学を使ってのアプローチであることも特徴である。

　環境科学野外実習㎜：、　主として内陛域の自然環境に関する問魎をψ心として地域を設定し、人

為および自然的イノパクトによる目然榊寛の変貌のありさまをフィールドでの紺査を迦じて理解さ

せることをねらいとする、あわせて境上童科学的な調童手法を会得させる。昭杣56年度は対象フィー

ルドとして奥日光．湯ノ湖．［1・］禅寺湖．戟場ケ原、男体u．Iを設定し、当該地域における自然環境

（主として水環境，地形環境，生物環境）が鋤光腓焼に1半なう排水脆葉物ひ）上舳1．道路雌設，交迦肚

の増加等によってどのように変貌しているかを探る。．また土砂流山，山地朋壊等によってもたらさ

れた自然環境の変貌もあわせて櫟る。

5．おわりに

以上述べた舳並科学研究ト10）火辿以雌舳1は、l1舳156年度から火地に移され，現花逃行111・1でムろ．、
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この中で既にいくつかの問題点が生じてきている。

　例えば環境科学I，n，皿は。それぞれ多数の教官が分担して講義を行っているので。学期始め

にあらかじめ全講義の要旨や賢料を作成し。教宮・学生に配布した。．これによって学生は講義の全．

体の流れをつかむことができるようにと、配慮したからである。にも拘らず学生からは「各講義の

関連性がうすい。全体のまと｝りふない。」等の声が閥かれる。またr時間が短いのに内容が盛り沢

山すぎる。不消化気味である」との声もあ私こうした間題点を克服するには嗣担当教官の側で講

義の内容，教材。方法について十分論議することが必要であるが。環境科学I。皿。瓜についてそ

れぞれテキズトプックが作られれば。講義内容の理解。授業の効率化の面で大きな効果があるよう

に患われる。これは次年度に向けての1つの課題となろう。
　　　　　　　虜
　授業の方法についても。学生との対話形式。ディスカッション形式が一部の講義では取り込まれ。

またビデオなど視聴覚機器を利用した講義もあり、学生の評判も概して良いようである。しかし。

現状では授業方法，教材についての検討はまだ不十分で。改善点が多いことは否あない。あらゆる

方法，教材を駆便して。環境科学基礎課程の履修を効率的に行えるよう検討する必要があるだろう。1

　これまでの墓礎科目の内容の検討は，環境科学工，n，㎜、基礎実習。野外実習と主として科目

毎に行われてきた。今後の検討は，科目間の相互関連と調整にも向けられる必要があるだろう。例

えば野外実習で得られたデータを環境科学1、皿，囮の講義にフィードバックするごとなども考慮

に値するこ、とである。

　新しいカリキュラムを実施して初年目であるから問題点が山ほどあるのは当然のことである。ま

たそもそも環境科学自体が体系化された1つの科学ではなく，現状では複合科学である以上環境

科学の墓礎課程がすっきりと体系化しにくいのも，また止むを得ない面がある。これらの共通基礎

科目を案施していく過程で。教官もさまさ．まな．悩みをかかえ。また学生も時にとまどい，不安。反

漢を感じるであろうが，これは環境科学がmu1ti－discipユineからinterdiscip1ineに向うブロセス

として避げることができないものセあろう。これらの共通基礎科目の授業や実饗を実施し，改善す

ることは、教宮にとっても学生にとっても相当な負担であるが．こうした埠程ではじめてさまざま

な分野のφ三scip1ineが環境科学としてin仁egra仁eされると考えている。　　　　　　・
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